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問題 正方形の頂点を順に A，B，C，Dとし，この順を正の向きとし，逆を負の向きとする。動点 Pは常に頂点

にあり，1秒ごとに次の頂点に移っていく。このとき，正の向きに次の頂点に移る確率は 2
3
で，逆の負の向きに次

の頂点に移る確率は 1
3
とする。また，動点 Pは最初頂点 Aにあるものとする。

(1) 2秒後に動点 Pが頂点 A，Cにある確率をそれぞれ求めよ。

(2) 3秒後に動点 Pが頂点 B，Dにある確率をそれぞれ求めよ。

(3) 4以上の自然数 n に対して，n 秒後に動点 Pが各頂点にある確率をそれぞれ求めよ。
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